






























1.はしがき 

先天異常の原因への環境要因のかかわりを調べる一方法として,時間経過による発生頻度

の変化を調べることが考えられる。先天異常のモニタリングにおいて,その発生状況を継続

的に監視し,もし発生頻度に変化が生じたなら,それをいち早く発見して,この変化の原因

となった環境要因を同定しようとする。サリドマイドの催奇効果による四肢奇形のように,

経験上 1〕ごくまれな異常に急激な変化があれば,機敏な観察者は統計的方法によらなくて

も気付くであろうが,比較的日常的な異常では難しい。頻度の有意な変化をみつけるのに非

常にたくさんの症例が必要だからである。そのような場合は統計的方法を用いる。 


